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Abstract：

水面に浮かべた樟脳粒は樟脳分子を周囲の水面に放出し、周囲の水面の表面
張力を下げる。対称な形状をした樟脳粒が静止している場合には周囲の表面張
力のプロファイルは対称になり、静止した解が存在するがその解が不安定となり、
自発的対称性の破れによってある方向に運動することがある。この運動は、反応
拡散系と運動方程式を結合させたモデルを用いて再現されることが知られている
[1]。 このような樟脳粒の運動について、その形状や領域の境界が運動に対して
どのように影響するか[2,3]、また、表面張力の勾配が生み出すマランゴニ対流が
どのように運動に影響するか[4]などについて、実験との対応を考えつつ、数理モ
デルを構築し、解析することにより研究を進めてきた。
本セミナーでは、樟脳粒の運動に対する形状の影響や対流の影響に関する最近
の結果について報告する。
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